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   A case of perinephric yst was diagnosed preoperatively by means of translumbar punc-
ture of tumor (Fig. 1), renal arteriography (Fig. 2) and nephrography (Fig. 3). The patient 
was 42 year old female complaining of a right flank mass with fluctuation and intermittent 
hematuria. 
   Incision of the cystic wall was performed (Fig. 4). The patient died of great loss of 
blood and body fluid from the wound on the 9th postoperative day. The cyst contained 
about 1,000 ml. of reddish yellow bloody fluid surrounding a slightly swollen kidney. 
   The author discussed the suspicious cause of this case 
   1) gradual changes of the blood stagnated around the kidney following to the previous 
trauma into the reddish yellow fliud. 
   2) urinary leakage through the renal paranchyma damaged by a probable neoplasm or 
the trauma mentioned above. 
Review of the literature revealed 11 cases of perinephric cyst in Japan.
緒 言
腎周囲に液体が貯溜 して嚢腫状或は腫瘍状を
呈 することは,臨 床上比較的稀 にみ られ る変化
である.斯 る病的状態 に対 し,液 体 の種類,液
体貯溜の場所及 びその発生機転等を基に して内
外の各著者 によ り,様 々の名称が用 いられてき
たが,語 義 が曖昧であ る上 に発生機 転 も不 明の
ものが多いため,分 類が区難で混乱 した状態 に
あつた.1932年Block1)は後腹膜腔で腎周囲に
嚢腫を形成 する疾患の詳細 な分類を行い,更 に




合を指 し,腎 を被包 することな く腎 の近傍 に液
体 が貯溜す るものをparanephriccystとし
て区別 した.SpriggsはBlockの分類が液体





Spriggsは貯溜液が血液 よ りな る原因不明の腎
周囲血腫 も,腎 周 囲水瘤の1項 目として採上げ
てい るが,血 腫 の場合は特 に非外傷性特発性の
ものが論義 の中心 とな り,尿 性或は非尿性漿液
性液体を内容 とす る腎 周囲水瘤 とは別個に取扱
われ ることが多い.
本邦では文献 上,本 症 の報告例は 自験例を含
めて11例 に達 し,腎 臓水瘤3,,仮性水腎 様 嚢
腫・).周囲性腎臓水腫5》等種 々の名称で報告を
















































































周囲の脂肪組織に覆われた巨大な水瘤の一 部 が現 れ
た.周囲との癒着は比較的軽獲で,これを額次剥離し
てみると,水瘤は超小児頭大で,そ の表面は 淡赤 黄
色,平滑で,所 々に菲薄な脂肪組織及び拡張した血管
を認めた.緊満弾力性で波動が著明である.水瘤嚢に










































































本例では剖検を行い得 なかつたので,水 瘤 の
発生機転は不明であるが,こ の点につ き考察 を
行つてみた い.患 者は発病5～6ヵ 月前 に2回
の外傷 の既往 があ り,水 瘤 内容が血性であ る点
か ら,外 傷性腎周囲血腫 も十分疑われ る所であ
る.PolkeyandVynalek8〕は腎周囲血 腫では
通例 出血は急激 で従 つて激 しい腹部疵痛,シ ヨ
ッ ク症状,側 腹部腫瘤,内 出血症状等を もつて
突発す ることが多い と述べ ている.本 例では 側
腹部腫瘤は存在 す るが,他 の急性 出血 の徴候に
認め られないので,出 血は急性外傷性 とい うよ
りも,他 の不明の原因で緩徐 に,持 続 的或は間
漱 的に起つ たもの と考 えるのが妥当 であろ う.
然 し向山9)が述 べ る如 く急激に身体 を振 る,寝
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